


































1本論は、 2016年 2月 13円～14Fl、富山大学学長裁量経費採択事業として、富山大学へノレン（小泉八雲）
研究会が主催した国際シンポジウム Iラフカディオ・ハーン研究への新たな視点」≪ Nouvelles 

























≪Un hemisphere dans une chevelure沖の一節が原文で引用された後、かなりの部分が英
語に翻訳されている。以下に該当箇所の一部を引用する。なおこの記事は、これまでハー
ンの著作として刊行された文献の中では紹介されてこなかったものである。
Baudelaire possessed an abnormally delicate sense of smell.“Mon ame", he cries, 
“voltige sur Jes parfums comme lame des a utres hommes voltige sur la盟国iqueプ
(My soul soars upon perfume as the souls of other men soar upon music.) He praised 
the perfume of his mistress’s hair －“hair smelling of the South”， as Swinburne 
would say -more than aught else. Let me quote a few of his lyricisms：“From her 









exhales a sweet, wild, savage smell; and a perfume as of fur from the muslin and 
velvet robes impregnated with the spirit of her pure youthfulness. （…）4 
まずここで注目すべきは、ハーンが引用しているフランス語の詩句は正確ではない、と
いう点である。ボードレールの原文では、《Moname voyage sur le parfum comme l'ame 







の華』 LesFleurs du mal （初版は 1868）に付されたテオフィル・ゴーチエの序文が原因で、
あろうと考えられる。ゴーチエはこの序文の中で、この詩句が含まれたパンヴィルの文章
をそのまま引用しているのである6。ハーンがここで試みている「髪の中の半球jの翻訳は、
先の「ボードレール全集Jの第4巻『小散文詩人工楽園』 Pθtitspoemθsen prose -Les 













E.L.：“Lafcadio Hearn and the Sense of Smell”， The Bookman, January 1924.本稿ではここから再ヲ｜
用した。
5 CEuvre complete de Baudelairθ，tome 1, Bibliotheque de la Pleiade, Gallimard, 1975, p.300. 
6 Baudelaiz-epar Theoph1le Gautier, presentation et notes critiques par Claude-Marie Senninger, 




8 Hearn, Lafcadio: The New Radiance and Other Scient1五cSketches, ed. By Ichiro Nishizaki, 





そして 1879年 10月 22日には、「アイテム」紙に「エドガー・ポーの仏訳」“AFrench 






















が現れるのは、 1881年 4月 21日付「アイテム」 Item紙に掲載の「春の幻影」“Spring
Fan toms”と題したエッセーにおいてである。以下にその冒頭部を引用する。
The moon, descending her stair℃ase of clouds in one of the “Petits Poemes en 
Prose，＇’enters the chamber of a newborn child, and whisners into his dreams：“Thou 
shalt love all that loves me-the water that is formless and multiform, the vast 
green sea, the place where thou shalt never be, the woman thou shalt never 





ドレールの散文詩集 Petitspoemes en prose （『小散文詩』）のタイトルがフランス語で引



















3) 1882.3.12. 「月の恵み」“TheMoon’s Blessing" 
さてハーンは、「春の幻影」を書いたおよそ 1年後、「タイムズ・デモクラット」紙 Times-
Democra tf.J882年 3月 12日）に、「月の恵み」《LesBienfaits de la lune 〉〉を＂TheMoon’s 
Blessing，，と題してその全訳を発表する。「月の恵み」への興味が持続し、さらに深まって
いることがみて取れよう。この翻訳は、ハーンの思い入れが反映した箇所もあるが、概ね
10 StJ:"ay Leaves from StJ:"ange Literature and Fantastics and Other Fancies, (The T¥ritings of 




12 CEuvre complete de Baudelaire, tome 1, Bibliotheque de la Pleiade, Gallimard, 1975, p.341. 
13平井旦ーの訳では、「おまえは、おれを愛してくれるものは何でも愛さなければならないよ」（「春の





“Thou shalt love all that I love and all that loves rne : waters and clouds, 
silence and the night ; the vast green sea, the water that is formless and multiform ; 





4) 1883.4.15.「偉大なる奇人の偶像J“TheIdol of a Great Eccentric" 
続いて、 1年余り後の 1883年4月 15日、 ハーンは同じく「タイムズ・デモクラットj
紙上に、“TheIdol of a Great Eccentric" （「偉大なる奇人の偶像」） 15と題するボードレ
ールの紹介丈を掲載する。これはボードレールの死後刊行された全集の第 1巻（『悪の華」）
に収録されたテオフィル・ゴーチエによるボードレール論を下敷きとし、さらにゴーチエ




れた「吸血鬼の変身j≪Metamorphoses du Vampirel7沖を始め，「腐屍j≪ Une Charogne ≫, 
「殉教の女J≪ Une Martyre ≫, 「マルパール生まれの女にJ≪Aune Malabaraiseκ 「サ
レド女ハ飽キ足ラズJ≪ Sed non satiataκ 「午後の唄（シャンソン）」≪ Chanson 
d’apres・midi ≫，「幽霊J≪ Le Revenant ≫といった作品が言及されている。そして散文詩で







14この箇所は、 BeongcheonYuベンチョン・ユー氏が門著AnApe of Gods『神々の猿」に転載したテク
ストより引用している。（WayneState University Press, 1964／池田雅之監訳、恒文社、 1992、
p.33）。
15 Essays in Europθan and Ori，θntal Literatureタed.by A. Mordell, New York, Dodd, Mead and 
Company, 1923. 
16 『ロマン主義の歴史」と『わが回想」の原著はいずれもヘルン文庫にある。





そして 1883年 12月 31日には、「タイムズ・デモクラット」紙に「ボードレールの断
篇」と冠して以下のボードレールの散文詩4篇の翻訳が掲載される。
「髪の中の半球」“AHemisphere in a Woman’s Hair" 
(≪Un hemisphere dans une chevelure沖）
「時計」“TheClock" (≪ L’Horloge ≫) 
「道化とウェヌス（美神）J "The Fool and Venus" (≪Le Fou et la Venus≫) 





















6) 1895「永遠に女性的なるもの」“Ofthe Eternal Feminine" 
さて、 1890年に来日した後、ハーンが最初にボードレールに言及するのは、 1895年に
39 
刊行された「永遠に女性的なるもの」 “Of the Eternal Feminine”18というエッセーにおい
である。ハーンは、そもそも東洋には西洋におけるような女性崇拝はないとしながら、西
洋人が自らの理想に対して抱き得るかもしれない疑念をめくやって、次のように書いている。
（…） Whether his doubts be final is another matter: they will be at least rational 
enough and powerful enough to modi命permanentlysome of his prior convictions 
among others his conviction of the moral value of the Western worship of Woman 
as the ideal of“la femmθquθtu nθ connaftras pas.，吋 theideal of the Eternal 
Feminine. For in this ancient East the Eternal Feminine does not exist at all 

















(Reflexion sur quelques-uns de mes contemporains，《 II.Marceline Desbordes-
Valmore ≫）の中でこの表現を用いているのである20ハーン自身がこの批評を読んでいた
可能性もないではないが、少々無理がある。一方、ゴーチエがこのデボルド二ヴ、アルモー
18以下の書物に収録され、／－十＇r版された。 Outof the East: Reveries and Stud 'es in New Japan, Boston 
and New York, Houghton Mifflin and Company), 1895. 
19この引用は以下の版に拠った。 Outof the East and Kokow, The陥itingsof Lafcadio Hearn, VLよ
Edition of Houghton Mifflin Co., Boston, 1922, p.80. 
20注 10を参照。
21 Baudelafrepar Theoph1le Gautier, presentation et notes critiques par Claude-Marie Senninger, 
avec la collaboration de Lois Cassandra Hamrick, Klincksieck,1986, p.137. 







『文学の解釈』第2巻では、散文芸術を扱った第4章、“Studiesof Extraordinary Prose" 
の「ボードレール」（Baudelaire）の項において、ボードレールの散文詩が有する優れた詩
的表現力が、ハーン自身が翻訳した「月の恵み」を例に論じられている23。このときのタイ







この削除された箇所を、 1882年 3月 12日、“TheMoon’s Blessing”と題して「タイムズ・
デモクラット」紙に掲載されたハーン自身の翻訳から以下にヲ｜く。
And therefore, hath it come to pass, thou dear accursed spoiled-child, that I 
am now lying at thy feet, seeking to find in all thy person some reflection of the 










23 Interpretations of Li白＇I'atuw,I, ed. by J. Erskine, New York, Dodd, Mead and Company, 1915. 
24邦訳の「ラフカディオ・ハーン著作集第 7巻』（↑百丈社、 1985）では、三好達治よる全訳が、最終節
も含めそのまま転載されている。
25ベンチョン・ユー『神々の猿」池田雅之監訳、恒文社、 1992、p.34.
41 
後には、ハーンにおける「理想／永遠の女性」への憧慣とその独自の文学的主題化が潜ん
でいると考えられる。
おわりに
ハーンにおけるボードレールの受容において特筆すべきは、「髪の中の半球」と「月の恵
み」の重要性である。前者はアメリカ時代にきわめて強いインパクトをハーンに与えたが、
渡日してからはその影が薄まり、消えてしまったかのようにみえる。一方「月の恵み」は
最晩年までハーンの意識を捉えて離さない。前者が喚起するのは、黒髪で褐色の女性に導
かれる暑い南国の楽園であり、後者は冷たく青白い月である。一見したところ、対照的な
イメージなのだが、実は両者はハーンの中で分かち難く結びついていたので、はなかっただ
ろうか。こうした観点からいま一度ハーンの作品を読み解いていくことが、残された課題
の一つである。
さらに、とりわけ戦前、英語で、書かれたハーンの著作は、当時の文学者や知識人の間で
広く読まれていた。これまで見過ごされてきた点だが、ハーンを介して西欧の文学が日本
に受容された側面も大いにあり得る。今後は、日本におけるボードレールやゴーチエなど
のフランス文学の受容を論じる際にも、ハーンの著作が果たした役割を十分に考慮に入れ
ていく必要があるだろう。
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